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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　光源と、
　前記光源を含んで前方に開口を有する器具本体と、
　前記器具本体に取り付けられ、前記光源に点灯電力を供給する電源装置と、を有し、
　前記電源装置の筐体を上ケースおよび下ケースで構成し、
　前記上ケースおよび下ケースの対応する位置に各々連続する切欠を設け、
　前記切欠を覆うカバー部材として、前記電源装置に収容され当該電源装置外部の調光装
置と接続するための調光端子を露出させる開口を有する開口カバーと、前記切欠を封鎖す
る封鎖カバーとを交換可能に取り付けた照明器具。
【請求項２】
　請求項１に記載の照明器具において、
　前記上ケースおよび下ケースのうち電源回路を有する回路側ケースの内面に絶縁シート
を設けるとともに、
　前記カバー部材に、前記回路側ケースと前記絶縁シートとをともに装着する装着部を設
けた照明器具。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、例えばＬＥＤを光源として天井等の施工面に埋設されて使用される照明器具
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に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来より，ＬＥＤを光源として用い、天井に埋設されて使用される照明器具が知られて
いる（例えば、特許文献１参照）。
【０００３】
　図８に示すように、特許文献１に記載の照明器具１００は、天井に設けられた取付孔に
挿入させることで、設置されるダウンライトである。この照明器具１００は、略円筒形状
であって下方に開口（開口部１０６）を有する器具本体１０２を有し、内部に光源として
ＬＥＤ１０１を複数個実装した実装基板１０７を収容する。器具本体１０２の上部には、
ＬＥＤ１０１に電力を供給する電源装置１０３を有する。電源装置１０３は、アーム部１
０４を介して器具本体外周の外側領域に位置するように設けられている。そして、複数の
放熱フィン１０５を器具本体１０２の上面に設け、この放熱フィン１０５から略水平にア
ーム部１０４を結合させて、電源装置１０３を器具本体外周の外側領域に突出するように
設けている。
　この照明器具１００は、天井に埋設され、器具本体１０２の開口部１０６を天井から露
出するとともに、電源装置１０３等を天井の裏側に収容する。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２００８－１５９４５５号公報（図１）
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　ところで、前述したような照明器具においては、ランプの明るさを制御してユーザの要
求に応える目的のためや、電気エネルギー節約の目的のために、ランプの調光機能を設け
る場合もある。このような場合には、電源装置１０３に調光装置を接続する必要がある。
このため、調光装置を用いる場合と用いない場合とでは、電源装置１０３のケースが異な
るのが一般的である。
　しかしながら、調光装置の有無によって電源装置１０３のケースを変えることは、部品
の種類が増えて、コストの面で不利であるとともに、ケースの間違いによる誤作業が生じ
るおそれがあるという問題があった。
【０００６】
　本発明は、従来の問題を解決するためになされたもので、部品の共通化を図ることによ
り、コストダウンを図るとともに誤作業を回避できる照明器具を提供することを目的とす
る。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　本発明の照明器具は、光源と、光源を含んで前方に開口を有する器具本体と、器具本体
に取り付けられ、光源に点灯電力を供給する電源装置と、を有し、電源装置の筐体を上ケ
ースおよび下ケースで構成し、上ケースおよび下ケースの対応する位置に各々連続する切
欠を設け、切欠を覆うカバー部材として、電源装置に収容され当該電源装置外部の調光装
置と接続するための調光端子を露出させる開口を有する開口カバーと、切欠を封鎖する封
鎖カバーとを交換可能に取り付けたものである。
【０００８】
　また、本発明の照明器具は、上ケースおよび下ケースのうち電源回路を有する回路側ケ
ースの内面に絶縁シートを設けるとともに、カバー部材に、回路側ケースと絶縁シートと
をともに装着する装着部を設けたものである。
【発明の効果】
【０００９】
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　本発明は、共通の上ケースおよび下ケースを用いて、調光端子を用いる場合および調光
端子を用いない場合の筐体を構成できるので、部品の共通化を図って、コストダウンでき
るとともに誤作業を回避できるという効果を有する照明器具を提供できる。
【図面の簡単な説明】
【００１０】
【図１】本発明に係る実施形態の照明器具を上方から見た全体斜視図
【図２】（Ａ）は照明器具の側面図および断面図、（Ｂ）は（Ａ）中Ｂ部分の拡大図
【図３】（Ａ）は調光端子を用いる電源装置の斜視図であり、（Ｂ）は調光端子を用いる
電源装置の分解斜視図
【図４】調光端子を使用する場合に用いるカバー部材の斜視図
【図５】（Ａ）は調光端子を用いない電源装置の斜視図であり、（Ｂ）は調光端子を用い
ない電源装置の分解斜視図
【図６】調光端子を使用しない場合に用いるカバー部材の斜視図
【図７】（Ａ）は上ケースと下ケースを装着する前の状態を示す断面図であり、（Ｂ）は
上ケースと下ケースを装着した後の絶縁シートの取付状態を示す断面図
【図８】従来の照明器具の斜視図
【発明を実施するための形態】
【００１１】
　以下、本発明にかかる実施形態の照明器具について、図面を用いて説明する。
　図１および図２に示すように、本発明に係る実施形態の照明器具１０は、天井１１に設
けられた取付孔１２に埋設して下方を照明するダウンライトとして用いることができる。
照明器具１０は、器具本体２０と、器具本体２０に収容されたＬＥＤ発光部３０と、枠体
４０と、電源装置５０を有する。
【００１２】
　器具本体２０は、絶縁性を有する硬質な樹脂材料を用いて天板２１と周板２２（図２（
Ｂ）参照）とを有する円筒形状に形成されており、前方（ここでは、下方）に開口してい
る。天板２１の上面には、上方に向けて突出形成されている複数の放熱フィン２３と、Ｌ
ＥＤ発光部３０に点灯のための電力を供給する電源装置５０が取り付けられている。電源
装置５０は、器具本体２０の天板２１から外側に大きく張り出して設けられており、端部
に取り付けられた電源端子台５１を通じて、外部の商用電源に電気的に接続されている。
【００１３】
　枠体４０は、器具本体２０の外径寸法と略同一の外径寸法を有する円筒形状に形成され
ており、器具本体２０の下側に一体的に組み付けられている。枠体４０の内面４１は、例
えば楕円や放物面状の曲面に形成されており、ＬＥＤ発光部３０からの光を所定の方向お
よび範囲に反射する。
　枠体４０の下端面には、取り付け状態で天井１１の下面に露出する円環状の鍔部４２が
一体的に設けられている。また、枠体４０の外周部４３には、複数（ここでは、例えば２
個）の取付バネ４４が取り付けられている。
【００１４】
　従って、照明器具１０を天井１１の取付孔１２に取り付ける際には、取付バネ４４を器
具本体２０の上方（図２（Ａ）中矢印Ａ方向）へ弾性変形させて取付孔１２に挿入する。
その後、手を放して取付バネ４４が、弾性力により水平方向（図２（Ａ）中矢印Ｂ方向）
へ開くことにより、取付バネ４４の下面と鍔部４２の上面との間に天井１１を挟んで、照
明器具１０を天井１１に固定する。
【００１５】
　図２に示すように、ＬＥＤ発光部３０は、光源であるＬＥＤ３１と、ＬＥＤ３１が実装
される実装基板であるＬＥＤ実装基板３２を有する。ＬＥＤ実装基板３２は、熱伝導シー
ト３３を介して器具本体２０の下面に接触する。ＬＥＤ実装基板３２の下側には反射板３
４が設けられる。
　反射板３４は、ＬＥＤ３１の前方に位置する反射鏡部３４１が、ＬＥＤ３１の個数およ
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び配置に対応して設けられており、ＬＥＤ３１の光を下方へ反射する。また、反射板３４
の下側には、透光性の前面パネル３５が設けられる。
【００１６】
　図３および図５に示すように、電源装置５０の筐体５２は、全体矩形箱状をしており、
内部に電源回路５５（図７参照）を収容する。筐体５２は、上ケース５３と下ケース５４
を組み合わせて構成される。
　なお、図３および図４は筐体５２内に調光端子５６が収容される場合を示し、図５およ
び図６は調光端子５６を有しない場合を示している。
【００１７】
　図３および図５に示すように、上ケース５３は、矩形平板状の天板５３１と、天板５３
１の一端から下方へ折り曲げて形成された縦壁５３２とを有し、全体Ｌ字形状を呈してい
る。縦壁５３２には電源端子台５１が取り付けられる。天板５３１の前端は下方へ折り曲
げて上前壁５３３が形成され、天板５３１の後端は下方へ折り曲げて上後壁５３４（図７
（Ａ）参照）が形成されている。収容される調光端子５６の上方で、天板５３１における
前端部中央から上前壁５３３にかけて、上切欠５３５が設けられている。なお、上切欠５
３５の後側には、天板５３１の下面から下方へ突出したカバー用係止部５３６が設けられ
ている。
【００１８】
　下ケース５４は、矩形平板状の底板５４１と、底板５４１の前端から上方へ立設された
下前壁５４２と、底板５４１の後端から上方へ立設された下後壁５４３と、を有する。ま
た、下ケース５４は、平板状の底板５４１の左右両端部から上方へ立設された下左側壁５
４４および下右側壁５４５を有する。下前壁５４２において調光端子５６の前方には、上
ケース５３の上切欠５３５に連続するように、下切欠５４７が設けられている。また、電
源回路５５を収容する下ケース５４の内面に沿って、絶縁シート５７（図７参照）が、下
切欠５４７を除いた略全周に亘って設けられている。なお、底板５４１は、電源端子台５
１を受ける張出部５４６を有する。
【００１９】
　上切欠５３５および下切欠５４７には、カバー部材６０が着脱可能に取り付けられる。
カバー部材６０は、図３および図４に示すように、調光端子５６を有する場合に用いられ
る開口カバー６０Ａと、図５および図６に示すように、調光端子５６を有しない場合に用
いられる封鎖カバー６０Ｂが用意される。以後の説明において、開口カバー６０Ａと封鎖
カバー６０Ｂとを総称する場合には、カバー部材６０と記載することとする。
【００２０】
　次に、図３および図４に基づいて、調光端子５６を有する場合に用いられるカバー部材
６０（すなわち、開口カバー６０Ａ）について説明する。
　図３に示すように、開口カバー６０Ａは、上ケース５３の上切欠５３５および下ケース
５４の下切欠５４７により形成される直方体状の空間を覆うものであり、前板６７と、背
板６１と、左側板６２と、右側板６３を有する。前板６７は、開口カバー６０Ａの前面の
下部にのみ設けられている。背板６１は下ケース５４の全高に比して小さくなっており、
上端を左側板６２および右側板６３の上端と一致させているので、背板６１の下方は空い
ている。また、底板に該当するものがないため、開口カバー６０Ａの下部および後部の一
部が開口（開口６４）している。
　従って、開口カバー６０Ａを取り付けると筐体５２には凹部および開口６４が設けられ
て、調光端子５６が開口６４から露出する（図３（Ａ）参照）。
【００２１】
　左側板６２および右側板６３の前端面には、上辺が空いた全体コ字状の枠６５が、外側
および下方へ突出するように取り付けられている。枠６５は、左側板６２の前端面に取り
付けられている左枠６５１と、右側板６３の前端面に取り付けられている右枠６５２と、
下辺の下枠６５３を有し、左枠６５１および右枠６５２の後方には一定距離離れて、装着
部としてのガイド部材６６が各々設けられている。ガイド部材６６の下端部は、枠６５か
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ら離れる方向（後方）へ屈曲されて導入部６６１が形成されている。
　また、背板６１の背面上端部には、水平板７１１および鉛直方向の係止板７１２を有す
る断面Ｌ字状の係止部７１が設けられている。
【００２２】
　次に、図５および図６に基づいて、調光端子５６を有しない場合に用いられるカバー部
材６０（すなわち、封鎖カバー６０Ｂ）について説明する。なお、前述した開口カバー６
０Ａと共通する部位には同じ符号を付して、重複する説明を省略することとする。
　図６に示すように、封鎖カバー６０Ｂは、前述した開口カバー６０Ａの左側板６２の上
端面と、右側板６３の上端面との間を塞ぐ上蓋６８と、左枠６５１と右枠６５２との間を
塞ぐ前蓋６９を有する。上蓋６８は、上ケース５３の天板５３１と略同一平面となり、上
切欠５３５を塞ぐ。また、前蓋６９は、下ケース５４の下前壁５４２と略同一面となり、
下切欠５４７を塞ぐ。
【００２３】
　従って、封鎖カバー６０Ｂを取り付けると、筐体５２は閉ざされた矩形箱状となり、筐
体５２の内部を隠す。
　なお、筐体５２の内部に調光端子５６を有する場合でも、封鎖カバー６０Ｂの背板６１
側の構造を開口カバー６０Ａと同様にすることにより、調光端子５６を覆い隠すことがで
きる。
【００２４】
　次に、筐体５２の組立手順について説明する。
　図７（Ａ）に示すように、下ケース５４の下切欠５４７において、カバー部材６０の左
枠６５１とガイド部材６６との間、および右枠６５２とガイド部材６６との間に、下ケー
ス５４の下前壁５４２が挿入されるようにカバー部材６０を取り付ける（図７（Ａ）中矢
印Ａ）。
　このとき、調光端子５６を使用する場合には開口カバー６０Ａを用い、調光端子５６を
使用しない場合（調光端子５６が設けられているが使用しない場合も含む。）には封鎖カ
バー６０Ｂを使用する。図７においては、一般的にカバー部材６０を取り付ける状態を示
している。
【００２５】
　カバー部材６０を取り付ける際には、下ケース５４の内側に設けられている絶縁シート
５７を一緒にカバー部材６０に挿入するが、ガイド部材６６の下端部が拡がって導入部６
６１が設けられているので、容易に挿入できる。
　カバー部材６０を下切欠５４７の下端部まで挿入すると、カバー部材６０の左側板６２
および右側板６３の上端面は、略下ケース５４の上端と同じ高さとなる。また、カバー部
材６０の枠６５は、下前壁５４２の前面に露出する。
【００２６】
　次いで、下ケース５４の上方から上ケース５３を被せる（図７（Ａ）中矢印Ｂ）。この
とき、上ケース５３の上前壁５３３が下ケース５４の下前壁５４２の内側に接触し、上後
壁５３４が下後壁５４３の内側に接触するように挿入する。また、このとき、上ケース５
３のカバー用係止部５３６を、カバー部材６０の係止部７１に挿入して係止する。
　その後、ネジ等の固定手段（図示省略）により、上ケース５３と下ケース５４を一体的
に組み付ける。
【００２７】
　以上、説明した本発明にかかる実施形態の照明器具１０によれば、ＬＥＤ３１に点灯電
力を供給する電源装置５０の筐体５２を、上ケース５３および下ケース５４で構成すると
ともに、上ケース５３および下ケース５４の対応する位置に各々連続する切欠（上切欠５
３５、下切欠５４７）を設け、切欠を覆うカバー部材６０を交換可能に設けた。
　すなわち、電源装置５０に収容された調光端子５６を露出させる開口６４を有する開口
カバー６０Ａと、切欠を封鎖する封鎖カバー６０Ｂとを交換可能に取り付けることができ
る。これにより、共通の上ケース５３および下ケース５４を用いて、調光端子５６を用い
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る場合および用いない場合の筐体５２を構成できるので、部品の共通化を図って、コスト
ダウンができ、組立時の誤作業を回避できる。
【００２８】
　また、上ケース５３および下ケース５４のうち電源回路５５を有する回路側ケースであ
る下ケース５４の内面に絶縁シート５７を設けるとともに、カバー部材６０に、下ケース
５４と絶縁シート５７とをともに装着するガイド部材６６を設けたので、下ケース５４に
カバー部材６０を装着する際に、絶縁シート５７を固定することができる。
　また、ガイド部材６６に、絶縁シート５７を挟み込むための導入部６６１を設けたので
、確実かつ容易に絶縁シート５７を固定できる。
【００２９】
　なお、本発明の照明器具は、前述した実施形態に限定されるものでなく、適宜な変形，
改良等が可能である。
【符号の説明】
【００３０】
　１０　照明器具
　２０　器具本体
　３１　ＬＥＤ（光源）
　５０　電源装置
　５２　筐体
　５３　上ケース
　５３５　上切欠（切欠）
　５４　下ケース（回路側ケース）
　５４７　下切欠（切欠）
　５５　電源回路
　５６　調光端子
　５７　絶縁シート
　６０　カバー部材
　６０Ａ　開口カバー
　６０Ｂ　封鎖カバー
　６４　開口
　６６　ガイド部材（装着部）
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